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1. 本論文の概要 

人は他者について様々な情報を顔から取得して印象を形成することがある。本研究は，顔

の魅力，性的二型性，支配性，信頼性といった印象形成に，顔の形態特徴および画像特徴が

どのように影響するかについて，心理物理的方法論と計算論的方法論とを統合して多面的な

理解を目指したものである。本論文において，顔の形態特徴については構造的・幾何学的特

徴とその印象との対応関係について多変量解析に基づいた顔の幾何学的形態測定法を用いて，

また顔の画像特徴（色や明るさ，肌の質感等）とその印象との対応関係については深層学習

による計算論的分析を用いて，さらには顔をどのように観察するか，印象が形成・変化する

かについては視線計測や心理物理学的測定法を基にして，統合して可視化した分析を通した

検討を行った。本論文を通して佐野君は，これらのような多様なアプローチを統合して，人

がどのように顔から魅力や様々な印象を得るのかを理解する研究を行った。さらに，データ

に基づいた新たな統計学的手法や指標化の活用等，顔印象形成に及ぼす顔特徴の多面的な理

解を深めるとともに，心理物理的・計算論的アプローチの応用可能性を拡張した。 
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(3) 各章の要旨 

第 1 章・序論では，印象形成研究における顔情報処理に関するこれまでの研究について概

観し問題を整理した。魅力・性的二型性（男性らしさ・女性らしさ）・支配性・信頼性に関連

するとされてきた顔特徴について，顔の構造的特徴に関する過去の研究を精査し「見られる

側」の特徴と，「見る側」において生じる注意や知覚過程について共通性や個人差等について，

過去の研究について概観した。さらに，過去の研究の方法論的問題点や課題について指摘し

つつ，本研究で用いる心理物理的手法や計算論的手法について概観した。 

第 2 章・研究 1（形態分析・印象評価・深層学習による顔魅力要因の検討）では，幾何学

的形態測定法と深層学習を組み合わせ，顔印象に重要な特徴を探索する統合的なアプローチ

を提案し，目の周辺領域が魅力評価において重要であることを示した。特に，幾何学的形態

測定法によって明らかになった顔の形態特徴と魅力の関係（研究 1-1），深層学習を用いた計

算論的方法によって明らかになった顔画像特徴と魅力との対応関係（研究 1-3）を検討する

ことで統合的に知見を示すことにも繋がった。形態特徴と画像特徴という異なる顔特徴への

計算論的アプローチを同一研究の中で行うことで結果の信頼性の確認にもなっている。この

ように，研究 1 では幾何学的形態測定法と深層学習を組み合わせ，顔印象に重要な特徴を探

索するアプローチを提案し，目の周辺領域が魅力評価において重要であることを示した。 
第 3 章・研究 2（形態分析・視線計測・深層学習による顔印象要因の検討）では，研究 1

とは異なる顔画像データベースを用いて幾何学形態測定法による分析と新たな顔画像生成を

行い，さらに深層学習を用いた画像特徴に対する計算論的アプローチに加え，評価者が顔画

像にどのように感じるかについての視線計測と印象評価実験を用いて心理物理的アプローチ

を統合した検討を行った。顔の幾何学的形態測定法や深層学習による分析による顔印象と結

びついた顔領域や特徴だけでは人の見方を基にした妥当性については十分に明らかにするこ

とはできないが，視線計測実験を併用することで評価者が実際に顔のどの領域を観察して評

価するかを明らかにすることが可能になった。さらに，顔印象についても，魅力に加え，先

行研究においてよく検討されてきた支配性や性的二型性の顔の印象要因を明らかにした。 
第 4 章・研究 3（顔印象要因の統計的因果探索）では，LiNGAM（Linear Non-Gaussian 

Acyclic Model）という新しい統計的因果探索手法を用いて顔特徴と印象評価の因果関係を探

索した。顔の形態特徴に加え，フラクタル次元，スペクトル勾配といった画像特徴を画像統



計量として変数化し，どのように印象形成に寄与することが示すとともに，従来の因果検証

手法である共分散構造分析を用いた結果との対応関係について明らかにした。このような研

究手法によって，顔に含まれる様々な画像特徴と様々な顔への印象次元との対応関係を因果

的結合として明らかにすることができ，評価や判断に至る時間的影響関係についても明らか

にすることができるようになった。 
第 5 章・研究 4（顔の性的二型性・魅力における印象更新過程）では，顔の印象形成にお

ける刺激への接触経験による更新過程について検討した。実験的に操作した特定の偏った顔

特徴を持つ顔画像を反復接触させ，魅力と性的二形成の印象の変容過程を明らかにするとと

もに，幾何学的形態測定法を用いて印象の更新に関与する顔特徴の可視化を行った。その結

果，女性性を強調した顔刺激群への反復接触することで女性顔の性的二型性を協調した顔へ

の魅力評価が増強され評価基準が変化することを示した。このことは，実験的操作による短

期的な性的二型性や魅力の評価が，提示される刺激の分布によって短期的に変容することを

示唆している。 
第 6 章・研究 5（顔の魅力評価における文化比較研究）では，日米の評価者を対象とした

オンライン調査を用いて，顔画像への魅力の感じ方についての性別，年齢，文化による評価

の違いを調査した。その結果，性別と文化による評価傾向の違いが確認され，特に眉の角度

や口の大きさに関する魅力評価の文化差が明らかとなった。このことは研究 4 の短期的な変

容とは異なり，環境要因や評価者の属性が魅力の感じ方そのものに影響を及ぼすことを示唆

しており，顔印象形の長期的な変容に関する重要な知見を提示した。 
第 7 章・総合考察では，研究 1 から研究 5 のそれぞれの研究において得られた実証的知見

をもとに本研究の位置づけを改めて明確にし，関連研究知見との対応関係から本研究の意味

づけを行った。特に，幾何学的形態測定法と深層学習から明らかになった顔の物理的特徴と

印象評価の間の因果構造について，静的側面だけでなく動的側面についても捉え，印象形成

に及ぼす顔特徴への理解を深化させた。特に，顔から得られる印象の個人差を生み出す要因

についても，短期的な接触経験に基づく印象判断基準の変容過程の短期的なダイナミクスに

加え，性差や文化差にといった評価者の生育環境と関連する長期的な接触経験に基づく印象

評価傾向と対応する顔特徴との関係を明らかにした。これらの成果に加え，各研究で採用し

た計算論的手法の有効性を実証的に示すことを行った。また，顔印象形成を動的なプロセス

として捉え直し，評価基準の形成や更新をデータ駆動型で検討し，モデル化する意義を提起

した。 
 

3. 審査要旨 

本論文の審査会は 2025 年 1 月 25 日（土）10 時から開催され，本社会学研究科より 2 名，

東京大学より 1 名の外部審査員を含め，実験心理学，認知心理学，感性工学の観点から審査

され，本論文をもとにした佐野貴紀君からの説明と質疑応答により評価がなされた。なお，

本審査会は公開で行われ，審査員以外にも 9 名の参加があった。 

人々の生活において対人コミュニケーションは不可欠であり，「顔」はその情報源として魅



力や信頼性をはじめとした様々な印象を形成している。顔のどのような特徴が魅力をはじめ

様々な印象の知覚に重要であるかについては，1990 年代以降の心理学において盛んに検討さ

れ，異文化比較や発達研究も交えて，顔印象形成の普遍性に関する知見の蓄積がなされてき

た。どのように顔が見られるのかといった動的過程については検討が進みながらも，印象形

成に至る顔特徴の理解は静的な研究が多く，顔のどのような特徴が印象形成に関与するのか

についての動的プロセスに関する研究は多くない現状がある。そのような研究背景の中，佐

野君の博士論文は，主に以下の 3 つの点で評価できる。 

第 1 に，顔の物理的特徴と顔から得られた印象評価との対応関係について，幾何学的形態

測定法および深層学習を用いたデータ駆動型での検討により，実証的知見を得ることができ

た点が評価できる。これまでの心理学における顔印象研究では，目を大きくしたり小さくし

たりするなどの特定の顔特徴の変容がどのように魅力などの印象の変化に影響するかを検討

したものが多いが，本研究では幾何学的形態測定法を用いた形態特徴の分析結果に基づいて

顔画像を変容させる技術を応用した。さらに，顔の形態特徴と顔画像に含まれる色や明るさ

など，肌の情報と印象の評定値との対応について深層学習による画像レベルでの印象への寄

与を視覚化し，多角的理解を実現することができた。これまでの研究でも幾何学的形態測定

法と深層学習は生物学や情報学分野で用いられてきたが，それらを 1 つの研究で同時に行い，

相補的に結果を捉えるアプローチは世界的にも希有である。このことは，研究 2 では研究 1
で用いた顔画像データベースとは異なるものを用いて研究 1 の知見の再現性を概ね確認し，

さらに人がどのように顔を見て印象を得るのかを視線計測を用いた心理物理実験を通して妥

当性も明らかにした。研究 1 は国際的科学学術ジャーナルである Scientific Reports 誌に，

研究 2 は英国にて 120 年の歴史がある総合心理学専門ジャーナルである British Journal of 
Psychology 誌に掲載され，国際的にも注目を浴びている。 

第 2 に，顔の物理的特徴に基づく画像統計量と印象との因果性を理解した点が評価できる。

研究 1 や研究 2 では，顔の形態や画像に基づいてどのような領域や特徴が顔魅力や性的二型

性，支配性などの印象形成に寄与するかを視覚化して明らかにしているが，明らかになる顔

特徴や領域はあくまでも印象との対応関係に過ぎず静的な知見の提示に留まっている。しか

し研究 3 では，LiNGAM という新しい因果的統計手法を用いて，様々な画像特徴の量的特徴

と印象評定値との総当たりでの因果関係を計算論的に検証し，どのような顔の特徴がどのよ

うな印象に結びつき，印象間の影響関係を引き起こすかの動的過程を明らかにした。LiNGAM

は近年注目を浴びているデータ駆動型の因果推論に関する統計学的手法であり，あえて仮説

を持たずに全ての変数や要因を込みにしてその因果関係を探索する手法であり，実証実験に

よって観察された実際の因果関係ではないことに留意する必要がある。本研究ではその統計

学的限界についても指摘しつつ，共分散構造分析を用いた場合との比較も行い妥当性の確認

も行った。このように研究 1，2 での限界を打開するために新しい解析手法を取り入れ，解釈

の可能性を広げた点については高く評価できる。なお，研究 3 は心理学の総合国際ジャーナ

ルである Current Psychology 誌に掲載されている。 
第 3 に，本博士論文では，顔の物理的特徴や顔領域と印象との対応関係の探求だけに終始



することなく，双方の相互作用について積極経験や評価者（実験参加者）の属性といった短

期・長期での影響を明らかにしようとした点も評価できる。研究 4 では，偏った顔特徴を持

つ顔画像への反復接触が，顔の魅力や性的二型性の印象評価にどのような影響を与えるかを

検討し，特に女性性が高い顔の刺激画像群への反復接触が，より女性顔の性的二型性を強調

した顔特徴の顔画像に対する魅力評価を強化する傾向を引き起こした。このことは，人が置

かれた対人環境の画一化が与える影響の一端を解き明かしたものと評価できる。人々の魅力

の感じ方や好みの生じ方が，置かれている環境に依存することを示している点である。この

ことは研究 5 においては日本居住者か米国居住者かの比較（文化差）や男性か女性かの比較

（性差）といった評価者の属性と印象の関連性に関する検討においても，長期的な好みの変

化に共通性と差異が生じていることにも現れている。幾何学的形態測定法による文化間の違

いは，研究 4 の反復接触前後での変動よりも顕著な違いがあったことから，各文化圏での接

触経験の影響により，顔の魅力印象が形成されていくことを示唆している。これらの研究を

通して，近年，社会的にも指摘されているルッキズム（容姿を重要な要素として人間の価値

を測ったり，見た目で他者を判断したりすること）や外見に基づくステレオタイプの問題に

ついても一石を投じることにもなり得ると評価できる。しかし，研究 4 も研究 5 も，さらな

る再現性の確認や，異なる比較条件での比較が必要になると考えるが，今後の展開に期待し

たい。 
 
これらのように，本論文は，実験心理学的手法と計算論的手法を駆使し，顔印象形成に及

ぼす顔特徴の静的・動的因果過程の解明を行い，着実な成果を得ることができていると評価

ができる。個々の研究はいずれについても高い完成度であり，高く評価できる。以下では，

論文審査および公開審査会における質疑応答を受け，批判的な評価も含めて記載する。 
まず，解決すべき問題に深く焦点化したゆえ，先行研究のレビューや批判的論考がやや薄

い印象が否めず，関連する研究と本研究との関連をもう少し序論において深めてもらいたか

ったというのが審査員の共通した見解であった。また，明らかになった結果は非常に興味深

いが，なぜそのような結果となったのかについての理由やメカニズムとしての説明が物足り

ないという意見があった。顔から魅力などの印象を得る上で，どのような顔の物理的特徴が

重要になるのかは進化論的説明や認知的説明をはじめ，これまで多くの研究の中で説明がな

されてきた。本研究はそれらの研究を部分的にはなぞりながらも顔の幾何学的形態測定法や

深層学習という最新の技術を用いて明らかにしているが，顔特徴と印象形成の双方の相互作

用としてのメカニズムの究明にまでもう一歩進めた考察が欲しかったという意見が見うけら

れた。例えば，研究 4 や 5 は，判断基準のベイズ的更新メカニズムとしての説明も可能であ

るが，同時に処理流暢性の拡大としても説明が可能であり，説明概念や想定されるメカニズ

ムを掘り起こしつつ，現象を説明しうる枠組みの提示をもとにした考察も欲しいところであ

った。また，研究 3 によって顔の物理的特徴と印象との間の多様な因果関係を探求し，より

動的な結びつきに関する知見を得たことをもとに研究 1 や 2 の解釈をするなど，研究間を往

来する考察も本論文を深める上では重要であったのではないかと思われる。これらの議論が



十分に深められなかった点は今後の課題であると言える。 

以上のように，本論文にはいくつかの問題点は存在するものの，その多くは著者自らが問

題点として認識し，将来の課題として位置付けている。このことも考慮すると，これらは論

文の価値を大きく損なうものとは言えない。むしろ，新たな解析手法を心理学的研究に積極

的に用い，従来の実験心理学的方法を組み合わせて綿密に設計された実験研究を積み重ねて

結果を導いている点などは高く評価でき，著者の研究能力の高さが表れているものと考えら

れる。本論文の主張を検証する必要性や，説明概念やモデルに関する佐野君なりの提示につ

て課題は残っているものの，それは今後に期待されるもので博士論文としての水準に影響す

るものではないと考えられる。研究の独自性，新規性は高く，実験心理学だけでなく情報学，

神経生理学等への波及効果も大きいと考えられる。また上述したように本論文に含んだ研究

は既に国際専門誌に第一著者として掲載されたものであり，その他の研究を含めると，既に

査読付国際誌に第 1 著者として 6 編が掲載されており，積極的に成果を公開し，着実に研究

者としての能力を身につけてきた。本論文での論理展開や実験手続きの堅実さ，分析の適切

性などに加え，本論文そのものの分かりやすさや文章力についても考慮すると，本論文は高

い水準で，博士（心理学）の学位に十分に値するものであると判断できる。以上の理由によ

り，我々審査委員一同は，本論文を佐野貴紀君への博士（心理学）の学位授与にふさわしい

ものと判断する。 


